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目的　 衣服着用による型くずれの要因の1つにバギング性がある。この性質は基本的に布
地に基づくものであるが、パターンの設計の仕方によっては縫目線を含めて議論すること

が必要と思われる。 このような観点から、前報1)ではバギング性への縫目の存在の影響を
検討した。本研究では使用実態から繰り返し荷重が重要な意味を持っていると考え、評価
方法の一部を変更してさらに検討を試みることにした。

方法　試布には綿・ポリエステルの混紡布、縫糸には＃60のフィラメントミシン糸（ポ
リエステル、ナイロン）を選択した。試布は100×IOOruiのサイズを基本とし、縫目を含む
試料の場合は布を100 ×60nuiiに裁断し、本縫いミシンにより長辺を縫代10 nilでステッチ密
度を変えて縫製した。この場合、縫目に対して地糸が種々の角度を持つものも製作した。

実験はJ  I S 法の定荷重法に準じたが、抑圧荷重を5 回まで繰り返すこととし、併せて外
観評価も行った。一方、実川的な衣服との関連で、肘部位を縫目線が通る二枚袖で、縫目
線と地糸が角度を持つ場合と持 たない場合の2 種の袖を製作し、着川実験を行った。

結果　 縫目を含む布帛のバギング性は、縫目線が地糸に沿った試料では、荷重水準、反
復回数によって異なることがあるものの、概して縫目のない場合と比較するとバギングは、

増大する傾向にあった。縫糸、縫合角度のバギング性への関与に関しては、縫糸と布帛の
物性値が関与してくるが、特に縫合角度の影響は大きく、布のせん断変形が大きな意味を

持つ。これらについてはいずれも定量的に検討した。これに加えて、着用実験では上記の
傾向がよく反映されることが確かめられた。
1 ）島崎恒蔵、伊賀正恵：日本家政学会研究発表要旨集.  213(1994）
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序論 布をCRT画ifijに表示するための方法として、①単なる画像としてビデオキャプチャーボ

ードに取り込む、②織りでは、完全組織の規則にしたがい糸を配列･配色する、③よこ編では、

編目記号を配列するなどか知られている。しかしながら、①では組織の規則が分からない、②で

は、番手と糸間隙の設定かできない、緯糸かジェットルーム方式でしか走行しないため耳部に環

ができない、超低速モードかないため緯糸が経糸をくぐり抜ける様子が見られない、表と中表

の指定ができない、経糸の番号付けが実際と合っていない、③はループか

計算にしか使えない。著者 も②の方法を8bit 機の頃から試みてきた

が、windowsのソフトに切り替え、上記欠点の改良を試みてきた1, 2)。

方法 ②では以上の欠点改良と織機の種類を加えた。③では、ペイ

ントブラシにより作成した表目･裏目･耳部のピットマップファイル

を単に配列するだけであるか、璽なる糸同士の色を若干変え、ある

いは同色糸では境界に別の色で仕切り線を入れた。プログラムは、

ffindows版VisualBasic により作成し、Form オブジェクト上に組織を　　　　　　　|||||

｜

フルカラーで展開し、プリンタかビットマップファイルに出力する。|||11111111111

結果 図の上は斜紋織を、中と下はよこ編を示す(左下は左耳付)。

さらに、b叩形式で保存されるためペイントブラシなどにより後加工|!||||||||||||

圖

し、Tシャツやワンピースのフレームへの貼り付けが可能となった。　、、　　　　　　l　。ｓ ｇ｡1 ，
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